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「岐阜高専の環境システムデザイン工学が目指す専門工学」 

 
本教育プログラムの専門工学である「環境システムデザイン工学」では、プ

ログラム前半で所属する５つの学科（機械工学科・電気情報工学科・電子制御

工学科・環境都市工学科・建築学科）において学修した基礎的な技術分野*1 を

前提として、広く環境に係る問題解決技術に関する融合・複合領域を、専攻科

での学習により修得することを目指した内容になっています。 
「科学技術によってより良い社会を実現する」ことを究極の目標として、具体

的には、以下の３つのキーワードを用いて説明できます。 
環境：  解決すべき社会の課題を含む状況であって、小さな問題解決の状況 
     から人間社会の全体まで、多層多重の環境を課題として設定します。 
システム：上記の課題を解決するために、環境に働きかける手段や装置や制度 
     など多様な在り方で環境を変革するための仕組みを表しています。 
デザイン：上記の仕組みを実現するために技術者が持つ能力として定義します。 
     具体的には、目標設定での倫理、計画実行でのデザイン、連携作業   
     でのコミュニケーション能力、効率化表現化での情報技術、です。 
 
ここで技術者が持つべきデザイン能力の中核をなすものが専門工学であり、
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多層多重の環境：解決すべき社会の課題 



本教育プログラムでは、前半で所属する学科を連携させて２つの側面からの専

門工学を構成し、対応する専攻を設定しています。 
電子システム工学専攻*2： 人にやさしい知的機能システムの開発能力の修得 
建設工学専攻*3：     人間社会と自然環境を調和させた建設技術の修得 
具体的な科目構成としては、以下に示す各専攻の科目系統図の「Ｄ：専門知

識・能力」において、４つの学期に積み重なるように配置されています。 
専門共通内容： 分野を超えた連携を実現するための基盤となる科学や技術や    
        経営を学修します。 
専門展開内容： 学生が目指すべき技術者が持つ固有の専門知識について、複 
        数の学問分野に対応するコースを設定しています。 
 これらの専門工学の、本プログラムにおける学習・教育目標等は別表１*4 に

て規定されています。以下にはプログラム全体*5の概念図を示します。 
 
コメント・参考資料等 
 ＊１：学位授与機構への学位申請は、主にこの準学士課程での専攻分野への

申請となります。 
 ＊２：電子システム工学専攻の科目系統図 
 ＊３：建設工学専攻の科目系統図 
 ＊４：環境システムデザイン工学教育プログラム 別表１ 
 ＊５：環境システムデザイン工学教育プログラムホームページ 

http://www.gifu-nct.ac.jp/syllabus/BrowsingPage/J25/J25-S-kamokukeitouzu.pdf
http://www.gifu-nct.ac.jp/syllabus/BrowsingPage/J25/J25-K-kamokukeitouzu.pdf
http://www.gifu-nct.ac.jp/syllabus/BrowsingPage/J25/J06.pdf
http://www.gifu-nct.ac.jp/syllabus/BrowsingPage/J25/JindexJ25.htm


 


